
107    石川淳／椎名麟三　年譜 106

4
月
、福
岡
高
等
学
校
に
フ
ラ
ン
ス
語
講
師
と
し
て
赴
任
。
同
僚
に
本
多
顕
彰
、教
え
子
に
福
田
清
人
、那
須
辰
造
・
平
岡
昇
ら
。
語
学
の
テ
キ
ス
ト
に
は
ロ
マ
ン
・

ロ
ラ
ン
の
非
戦
論
『
戦
の
上
に
あ
れ
』、ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
『
ク
ラ
ン
ク
ビ
ー
ユ
』、仏
訳
『
共
産
党
宣
言
』、和
文
仏
訳
に
漱
石
『
夢
十
夜
』な
ど
を
用
い

た
と
い
う
。「
但
似
理
奇
蹟
解
」を
「
現
代
文
学
」に
寄
稿
し
、無
神
論
の
立
場
を
表
明
。
7
月
、「
文
芸
思
想
史
に
於
け
る
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
位
置
」を
「
南

欧
文
学
」に
。ま
た
こ
の
頃
、日
本
で
最
初
の
仏
和
辞
典
を
編
集
し
た
ラ
ゲ
エ
神
父
を
紹
介
さ
れ
、カ
ト
リ
ッ
ク
の
精
神
と
フ
ラ
ン
ス
文
学
に
つ
い
て
話
を
聞
く
。

10
月
、ジ
イ
ド
『
背
徳
者
』訳
刊
。

福
岡
高
校
の
学
生
運
動
を
教
唆
扇
動
し
た
と
し
て
辞
職
勧
告
を
受
け
、2
学
期
限
り
で
休
職
（
翌
年
3
月
退
職
）。
大
晦
日
に
帰
京
。

こ
の
頃
、鎌
倉
妙
本
寺
門
前
に
住
む
。
5
月
、C
・
F
・
ラ
ミ
ュ
ズ
『
悩
め
る
ジ
ャ
ン
・
リ
ュ
ッ
ク
』訳
刊
。

こ
の
頃
か
ら
東
京
で
放
浪
生
活
に
入
る
。翻
訳
・
下
訳
仕
事
で
生
活
の
資
を
得
な
が
ら
山
内
義
雄
、高
橋
邦
太
郎
、安
藤
更
生
、海
老
名
雄
二
、小
泉
清
ら
と
親
交
。

10
月
、ジ
イ
ド
『
法
王
庁
の
抜
穴
』（
岩
波
文
庫
）訳
刊
、「
背
徳
者
」訳
を
同
時
収
録
。

3
月
、「
仏
蘭
西
的
昏
迷
」を
「
時
事
新
報
」に
4
回
連
載
。
8
月
、ジ
イ
ド
『
背
徳
者
』（
改
造
文
庫
）訳
刊
。

こ
の
頃
、高
円
寺
の
海
老
名
弾
正
宅
に
居
候
し
、辻
潤
の
グ
ル
ー
プ
と
つ
き
あ
う
。
特
に
百
瀬
二
郎
と
親
交
。

こ
の
頃
、深
川
富
川
町
の
木
賃
宿
に
百
瀬
二
郎
と
暮
ら
す
。

4
月
、モ
リ
エ
ー
ル
『
ド
ン
・
ジ
ュ
ア
ン
』、『
ル
・
シ
シ
リ
ア
ン
』訳
刊
。
夏
よ
り
エ
ッ
セ
イ
、評
論
を
寄
稿
し
は
じ
め
、8
月
、「
偶
感
」を
「
作
品
」に
。
10
月
、「
新

詩
論
」に
、カ
ミ
ー
ユ
・
モ
ー
ク
レ
ー
ル
「
ス
テ
フ
ァ
ン
ヌ
・
マ
ラ
ル
メ
の
美
学
」を
翻
訳
。
11
月
、「『
背
徳
者
』訳
文
の
脱
字
」を
「
作
品
」に
。
12
月
、ジ
イ
ド
『
思

索
と
随
想
』の
う
ち
「
マ
ッ
ク
ス
・
ス
テ
ィ
ル
ネ
ル
と
個
人
主
義
」「
ニ
イ
チ
ェ
」を
翻
訳
。

2
月
、モ
リ
エ
ー
ル
『
人
間
ぎ
ら
ひ
』訳
刊
。「
ジ
イ
ド
の
『
日
記
』に
就
い
て
」を
「
作
品
」に
。3
月
、「
ジ
イ
ド
の
顔
」を
建
設
社
版
『
ジ
イ
ド
全
集
』第
一
巻
・
月
報
に
。

6
月
、「
N
a
d
j
a
に
ふ
れ
て
」を
「
作
品
」に
。
7
月
、「
モ
ン
テ
ー
ニ
ュ
の
『
徳
』に
就
て
」を
「
文
体
」に
。
10
月
、モ
リ
エ
ー
ル
『
タ
ル
テ
ュ
フ
』訳
刊
。
12
月
、

「
年
齢
」を
「
作
品
」に
。

3
月
、「
挨
拶
」を
「
紀
元
」に
。
5
月
、短
篇
「
佳
人
」を
「
作
品
」に
。
牧
野
信
一
が
称
賛
。
7
月
、「
私
小
説
の
読
者
と
し
て
」を
「
文
芸
通
信
」に
。
8
月
、短
篇
「
貧

窮
問
答
」を
「
作
品
」に
。
10
月
、中
篇
「
葦
手
」を
「
作
品
」に
連
載
（
～
12
月
）。
11
月
、「
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
イ
」を
「
文
芸
通
信
」に
。
こ
の
頃
、杉
並
区
馬
橋

に
住
む
。

1
月
、短
篇
「
山
桜
」を
「
文
芸
汎
論
」に
。
同
誌
は
京
華
中
学
の
後
輩
で
詩
人
の
城
左
門
が
主
宰
し
、以
後
、小
品
、エ
ッ
セ
イ
を
寄
稿
。
4
月
、短
篇
「
秘
仏
」を
、

5
月
、追
悼
文
「
牧
野
信
一
氏
を
悼
む
」を
「
作
品
」に
。
6
月
、中
篇
「
普
賢
」を
「
作
品
」に
連
載
（
～
9
月
）。「
象
徴
詩
と
ヴ
ァ
レ
リ
イ
」を
「
福
岡
日
日
新
聞
」に
。

8
月
、「
質
問
提
出
ー
新
居
格
氏
に
」を
「
文
芸
通
信
」に
。
9
月
、「
一
休
咄
」を
、10
月
、「
降
り
み
降
ら
ず
み
」を
「
文
芸
汎
論
」に
。
12
月
、短
篇
「
知
ら
れ
ざ
る
季

節
」を
「
作
品
」に
。「
古
風
な
話
」を
「
文
芸
懇
話
会
」に
。「
百
間マ
マ

随
筆
に
就
い
て
」を
「
三
田
文
学
」に
。
こ
の
頃
、文
京
区
白
山
前
に
住
む
。
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3
月
7
日
、東
京
市
浅
草
区
寿
町
に
父
・
斯
波
厚
、母
・
寿
美
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼
時
か
ら
浅
草
区
三
好
町
に
住
む
漢
学
者
の
祖
父
・
石
川
介
（
号
：

省
齋
）と
祖
母
・
は
な
の
も
と
で
育
っ
た
。

4
月
、精
華
小
学
校
に
入
学
。
こ
の
頃
か
ら
祖
父
よ
り
「
論
語
」の
素
読
を
受
け
た
。
4
年
時
に
新
堀
小
学
校
に
編
入
。

4
月
、私
立
京
華
中
学
校
に
入
学
。
こ
の
頃
、同
校
に
進
ん
だ
幼
友
達
の
高
橋
邦
太
郎
と
和
漢
の
古
典
や
江
戸
文
学
、夏
目
漱
石
の
作
品
に
親
し
み
、淡
島
寒
月

や
秋
田
雨
雀
、ま
た
「
新
思
潮
」の
松
岡
譲
を
訪
ね
た
り
し
た
。
浅
草
で
は
映
画
や
落
語
、講
談
、歌
舞
伎
を
楽
し
む
。

7
月
、正
式
に
石
川
は
な
の
養
子
と
な
る
。

3
月
、京
華
中
学
を
卒
業
。
4
月
、慶
應
義
塾
文
科
に
入
学
し
た
が
半
年
で
退
学
。

4
月
、東
京
外
国
語
学
校
（
現
・
東
京
外
国
語
大
学
）仏
語
部
に
入
学
。

7
月
、養
母
・
は
な
、死
去
。

3
月
、東
京
外
国
語
学
校
を
卒
業
。
日
本
銀
行
に
勤
め
た
が
、す
ぐ
退
職
。
通
信
社
な
ど
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
が
ら
文
学
者
を
志
す
。

10
月
、京
華
中
学
同
窓
の
新
進
文
学
者
た
ち
と
文
芸
雑
誌
「
現
代
文
学
」を
創
刊
。
11
月
、「
銀
瓶
」を
寄
稿
。
以
後
、1
9
2
4
年
11
月
ま
で
9
篇
の
小
説
と
1

篇
の
エ
ッ
セ
イ
を
発
表
。
編
集
面
で
も
活
躍
。

1
月
、フ
ラ
ン
ス
駐
日
大
使
と
し
て
来
日
し
て
い
た
ポ
ー
ル
・
ク
ロ
ー
デ
ル
の
講
演
「
仏
蘭
西
文
学
に
就
い
て
」を
聴
く
。
2
月
、「
拳
」を
、３
月
、「
手
の
戦
慄
」

を
、６
月
、「
爪
喰
ひ
の
僧
正
」を
「
現
代
文
学
」に
。
8
月
、短
篇
「
鬼
火
」で
「
現
代
文
学
」第
7
号
1
巻
を
埋
め
る
。
10
月
、短
篇
「
或
る
午
後
の
風
景
」を
、11

月
、短
篇
「
名
月
」を
「
現
代
文
学
」に
。
12
月
、「
シ
ヤ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
の
一
語
」を
「
日
本
詩
人
」に
。
以
後
、こ
の
雑
誌
に
１
９
２
４
年
ま
で
3
篇

の
フ
ラ
ン
ス
文
学
評
論
を
書
く
。ク
ロ
ー
デ
ル
の
講
演
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
就
い
て
」を
聴
く
。

春
か
ら
本
郷
菊
富
士
ホ
テ
ル
別
館
2
階
に
住
み
、宇
野
浩
二
、高
田
保
ら
を
識
り
、ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
グ
ル
ー
プ
と
も
付
き
合
う
。
5
月
、山
内
義
雄
訳
『
狭
き
門
』*

に
「
跋
」を
書
く
。「
ポ
オ
ル
・
ク
ロ
オ
デ
ル
の
立
場
」を
「
日
本
詩
人
」に
。
同
誌
に
ル
ビ
エ
ン
ス
キ
ー「『
女
と
影
』の
考
察
」を
翻
訳
。
7
月
、室
生
犀
星
や
「
日

本
詩
人
」の
グ
ル
ー
プ
を
識
る
。
8
月
、ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
『
赤
い
百
合
』訳
刊
。
9
月
、関
東
大
震
災
で
新
宿
区
牛
込
の
山
内
義
雄
宅
に
寄
宿
。
慶
應
義

塾
仏
語
会
講
師
と
な
る
（
～
翌
年
3
月
）。短
篇
「
長
助
の
災
難
」を
「
現
代
文
学
」に
。10
月
、「
詩
に
関
す
る
一
考
察
」を
「
日
本
詩
人
」に
連
載
（
～
翌
年
3
月
）。

�
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本
年
譜
は
、『
石
川
淳
全
集
』（
筑
摩
書
房
）、『
新
潮
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
６
５　

石
川
淳
』（
新
潮
社
）、鈴
木
貞
美
編
「
石
川
淳
年
譜
」（「
す

ば
る
」1
9
8
8
年
4
月
臨
時
増
刊
「
石
川
淳
追
悼
記
念
号
」所
収
）ほ
か
を
参
照
し
作
成
し
ま
し
た
。

『
赤
い
百
合
』 

扉　

ア
ナ
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ス
著
、石
川
淳
訳 

春
陽
堂 　

1
9
2
3
年
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を
「
新
女
苑
」に
。
10
月
、短
篇
「
焼
跡
の
イ
エ
ス
」を
「
新
潮
」に
。
11
月
、小
説
集
『
黄
金
伝
説
』刊
、占
領
軍
の
検
閲
を
恐
れ
表
題
作
は
削
除
。
戦
前
作
品
の
復

刊
盛
ん
。
12
月
、短
篇
「
燃
え
る
棘
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
、「
雅
歌
」を
「
新
生
」に
。

1
月
、短
篇
「
か
よ
ひ
小
町
」を
「
中
央
公
論
」に
。4
月
、短
篇
「
い
す
か
の
は
し
」を
「
人
間
」に
。６
月
、短
篇
「
雪
の
イ
ヴ
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
。8
月
、「
し

の
ぶ
恋
」を
「
改
造
」に
。
9
～
12
月
、中
篇
「
処
女
懐
胎
」を
「
人
間
」に
連
載
。
9
月
、「
鷗
外
に
関
す
る
対
話
」を
『
森
鷗
外
研
究
』に
。
秋
よ
り
世
田
谷
区
北
沢

1
丁
目
に
住
む
。
11
月
、小
説
集
『
か
よ
ひ
小
町
』刊
、12
月
、中
篇
「
飛
梅
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
。
こ
の
年
か
ら
「
近
代
文
学
」同
人
ら
と
親
交
は
じ
ま
る
。

2
月
、短
篇
「
変
化
雑
載
」を
「
表
現
」に
、小
説
集
『
処
女
懐
胎
』刊
。
3
月
、短
篇
「
昼
霞
」を
「
新
潮
」に
、短
篇
「
野
ざ
ら
し
」を
「
文
芸
春
秋
」に
。
4
月
、世

田
谷
区
北
沢
2
丁
目
に
転
居
。
5
月
、小
説
集
『
無
尽
燈
』刊
。
6
月
、短
篇
「
双
美
人
」を
「
人
間
」に
。７
月
、「
太
宰
治
昇
天
」を
「
新
潮
」に
。
9
月
、短
篇
「
最

後
の
晩
餐
」を
「
文
芸
春
秋
」に
。
全
国
書
房
版
『
石
川
淳
著
作
集
』全
6
巻
刊
行
開
始
（
～
翌
年
3
月
、版
元
倒
産
の
た
め
4
巻
で
途
絶
）。

1
～
２
月
、短
篇
「
か
れ
ら
の
酒
杯
」を
「
新
潮
」に
連
載
、長
篇
「
華
厳
」を
「
表
現
」に
連
載
（
～
8
月
、雑
誌
廃
刊
の
た
め
6
回
で
途
絶
）。
3
月
、「
懸
想
文
売
」

を
「
作
品
」に
。
5
月
、短
篇
「
藤
衣
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
、短
篇
「
お
と
し
ば
な
し
堯
舜
」を
「
別
冊
読
物
時
事
」に
発
表
し
「
お
と
し
ば
な
し
」シ
リ
ー
ズ

開
始
（
～
1
9
5
6
年
、「
小
説
新
潮
」「
小
説
公
園
」「
オ
ー
ル
読
物
」に
も
掲
載
）。
7
月
、小
説
集
『
最
後
の
晩
餐
』刊
、港
区
芝
高
輪
南
町
に
転
居
。
8
月
、中

篇
「
善
財
」を
「
新
潮
」に
。11
月
、短
篇
「
片
し
ぐ
れ
」を
「
文
芸
春
秋
」に
。12
月
、短
篇
「
鳳
凰
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
、談
話
「
夷
齋
雑
談
」を
「
近
代
文
学
」に
。

1
月
、短
篇
「
野
守
鏡
」を
「
群
像
」に
、短
篇
「
錦
木
」を
「
改
造
文
芸
」に
。3
月
、短
篇
「
影
ふ
た
つ
」を
「
文
学
界
」に
。4
月
、短
篇
「
夜
は
夜
も
す
が
ら
」を
「
群

像
」に
。
5
月
、短
篇
「
南
枝
向
日
」を
「
新
潮
」に
、短
篇
「
瀧
の
う
ぐ
ひ
す
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
、「
ニ
セ
モ
ノ
記
」を
「
作
品
」に
。６
～
７
月
、短
篇
「
篠
舩
」

を
「
文
学
界
」に
連
載
。
10
月
、短
篇
「
妖
女
」を
「
群
像
」に
、短
篇
「
梟
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
、「
夷
齋
筆
談
」を
「
新
潮
」に
連
載
（
～
翌
年
）。
11
月
、短
篇

「
望
楼
」を
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
号
」に
。
12
月
、新
潮
社
版
『
森
鷗
外
集
』を
監
修
、上
巻
に
「
解
説
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

＊
こ
の
年
の
詳
細
は
「
石
川
淳
日
記　

昭
和
25
年
1
月
1
日
―
昭
和
26
年
12
月
31
日
」（
本
誌
上
巻
に
収
録
）を
参
照

2
月
、短
篇
「
演
技
」を
「
文
芸
春
秋
」に
、『
森
鷗
外
集
』下
巻
に
「
解
説
」。
3
月
、短
篇
「
さ
ら
ば
垣
」を
「
文
学
界
」に
、短
篇
「
常
陸
帯
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」

に
。
4
月
、「
ジ
イ
ド
む
か
し
ば
な
し
」を
「
文
学
界
」に
。
5
月
、安
部
公
房
『
壁
』に
「
序
」。
6
月
、短
篇
「
末
の
松
山
」を
「
群
像
」に
、短
篇
「
小
公
子
」を
「
文
芸
」

に
発
表
し
童
話
の
後
日
譚
シ
リ
ー
ズ
開
始
（
～
1
9
5
5
年
）、短
篇
「
フ
ァ
ル
ス
」を
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
」に
。
7
～
10
月
、中
篇
「
合
縁
奇
縁
」を
「
別
冊

文
芸
春
秋
」に
連
載
。8
月
、「
夷
齋
俚
言
」を
文
学
界
に
連
載
（
～
翌
年
）。9
月
、永
井
荷
風
『
濹
東
綺
譚
』（
角
川
文
庫
）に
「
解
説
」。11
月
、「
善
人
悪
人
」を
「
文

芸
春
秋
」に
。
12
月
、短
篇
「
春
の
葬
式
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

＊
こ
の
年
の
詳
細
は
「
石
川
淳
日
記　

昭
和
25
年
1
月
1
日
―
昭
和
26
年
12
月
31
日
」（
本
誌
上
巻
に
収
録
）を
参
照

1
月
、短
篇
「
夢
の
殺
人
」を
「
群
像
」に
、「
石
涛
」を
「
草
月
」に
。
3
月
、「
首
尾
」を
「
群
像
」に
。
4
月
、随
筆
集
『
夷
齋
筆
談
』刊
。
6
～
７
月
、「
歌
仙
」を
「
群

像
」に
（
2
回
）。
9
月
、「
夷
齋
清
言
」を
「
文
学
界
」に
連
載
（
～
翌
年
）。
10
月
、短
篇
「
蜘
蟵
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
、「
現
代
文
学
の
諸
問
題
」（
小
林
秀
雄

と
の
対
談
）を
「
群
像
」に
。
随
筆
集
『
夷
齋
俚
言
』刊
。

�

＊
こ
の
年
の
詳
細
は
「
石
川
淳
日
記　

昭
和
27
年
1
月
1
日
―
12
月
31
日
」／
本
誌
p. 
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～
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照
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年
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4
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年
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年

1
9
5
0
年

昭
和
25
年

1
9
5
1
年

昭
和
26
年

1
9
5
2
年

昭
和
27
年

48
歳

49
歳

50
歳

51
歳

52
歳

53
歳

池
ノ
上
の
仮
寓
に
て  

1
9
4
8
年
8
月   

撮
影
：
小
島
敏
子

高
輪
の
仮
寓
に
て　

1
9
5
0
年
1
月
［
推
定
］ 

1
9
5
2
年
8
月
20
日
、小
林
秀
雄
と
の
対
談
。
梅
茶
屋
に
て
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1
月
、「
不
二
の
夢
」を
「
文
芸
汎
論
」に
。
2
月
9
日
、「
普
賢
」が
第
4
回
芥
川
賞
に
決
定
。
2
～
3
月
、「
あ
け
ら
菅
江
」を
「
読
売
新
聞
」に
。
3
月
『
普
賢
』刊
、

発
表
の
場
が
広
が
る
。
4
月
、「
礼
儀
」を
「
作
品
」に
。
5
月
、「
福
岡
の
思
出
」を
「
福
岡
日
日
新
聞
」に
。
6
月
、短
篇
「
千
羽
鶴
」を
「
若
草
」に
。
8
月
、「
白
鳥
」

を
「
山
陽
中
国
合
同
新
聞
」に
。
9
月
、「
何
で
も
な
い
文
章
」を
「
文
芸
汎
論
」に
。
10
月
、中
篇
「
履
霜
」を
「
文
芸
春
秋
」に
。
12
月
、小
説
集
『
山
桜
』刊
。

1
月
、短
篇
「
マ
ル
ス
の
歌
」を
「
文
学
界
」に
。
反
軍
国
調
と
さ
れ
、雑
誌
は
発
禁
処
分
、編
集
責
任
者
・
河
上
徹
太
郎
と
と
も
に
罰
金
刑
に
。
短
篇
「
野
天
風
呂
」

を
「
文
芸
汎
論
」に
。
2
月
、「
花
の
春
」を
「
若
草
」に
。
5
月
、短
篇
「
曾
呂
利
咄
」を
「
文
芸
汎
論
」に
。
9
月
、「
奇
術
」を
「
若
草
」に
。
10
月
、短
篇
「
鉄
枴
」を

「
科
学
知
識
」に
。
11
月
、短
篇
「
巷
談
」を
「
月
刊
文
章
」に
。
12
月
、「
博
多
の
一
挿
話
」（
の
ち
「
ラ
ゲ
エ
神
父
」に
改
題
）を
「
旅
」に
。

3
月
、長
篇
「
白
描
」を
「
長
篇
文
庫
」に
連
載
（
～
9
月
）。
6
月
、「
読
書
法
に
就
い
て
」を
「
読
書
と
人
生
」に
。
7
月
、「
こ
ろ
び
仙
人
」を
「
若
草
」に
。
12
月
、

短
篇
「
蓮
酒
」を
「
読
書
と
人
生
」に
。ア
ン
ド
レ
・
モ
ー
ロ
ア
「
ア
メ
リ
カ
三
九
年
」訳
を
「
セ
ル
パ
ン
」に
。

3
月
、「
短
篇
小
説
の
構
成
」を
『
現
代
文
章
講
座
』第
一
巻
に
。「
悪
文
の
魅
力
」を
同
月
報
に
。
4
月
、「
雑
文
に
就
い
て
」を
「
文
芸
情
報
」に
。
5
月
、「
文
章
の

形
式
と
内
容
」を
『
現
代
文
章
講
座
』第
三
巻
に
。「
ア
ナ
ト
オ
ル
・
フ
ラ
ン
ス
の
芸
術
観
」を
「
文
芸
情
報
」に
。
6
月
、長
篇
『
白
描
』刊
。
評
論
の
執
筆
が
多
く

な
る
。
津
田
季
穂
、稲
垣
足
穂
ら
と
親
交
。
7
月
、「
ス
タ
ン
ダ
ル
の
芸
術
観
」を
、9
月
、「
芸
術
に
於
け
る
虚
構
」（
の
ち
「
虚
構
に
つ
い
て
」に
改
題
）を
「
エ
コ
ー
」

に
、12
月
、「
バ
ル
ザ
ツ
ク
の
芸
術
観
」を
「
文
芸
情
報
」に
。

1
月
、「
文
学
の
今
日
」を
「
文
芸
情
報
」に
。
3
月
、伝
記
『
渡
邊
崋
山
』刊
。「
ヴ
ァ
レ
リ
イ
の
仮
定
」を
「
文
庫
」に
。「
歴
史
と
文
学
」を
「
文
芸
情
報
」に
。
4
月
、「
マ

ラ
ル
メ
」を
「
文
芸
情
報
」に
。6
月
、「
俳
諧
初
心
」を
「
文
芸
情
報
」に
連
載
（
～
7
月
）。8
月
、「
鷗
外
覚
書
」を
「
文
庫
」に
。10
月
、短
篇
「
張
柏
端
」を
、11
月
、「
鷗

外
と
リ
ル
ケ
」を
、「
文
庫
」に
。
11
月
、坂
口
安
吾
を
識
る
。
12
月
、『
森
鷗
外
』刊
。

4
月
、「
言
葉
と
常
識
」を
「
文
庫
」に
。
雅
川
滉
と
の
対
談
「
森
鷗
外
ー
そ
の
代
表
作
に
就
い
て
」を
「
新
潮
」に
。
5
月
、「
祈
祷
と
祝
詞
と
散
文
」を
「
現
代
文
学
」

に
。
7
月
、『
現
代
訳
日
本
古
典　

秋
成
・
綾
足
集
』刊
、短
篇
「
雪
の
は
て
」を
「
文
学
界
」に
。「
散
文
小
史
―
一
名
、歴
史
小
説
は
よ
せ
」を
「
新
潮
」に
。
8
月
、

少
年
少
女
読
物
『
渡
邊
崋
山
』刊
。評
論
随
筆
集
『
文
学
大
概
』刊
。9
月
、「
柳
の
説
」を
「
文
庫
」に
。11
月
、文
芸
時
評
「
善
隣
の
文
化
に
就
い
て
」を
「
新
潮
」に
。

こ
の
頃
、六
本
木
の
華
壇
ア
パ
ー
ト
に
住
む
。
町
内
の
消
防
団
員
に
任
命
さ
れ
る
。
宇
野
浩
二
を
囲
む
「
日
曜
会
」に
参
加
。
1
～
3
月
、文
芸
時
評
「
生
活
と

言
葉
」、「
記
号
と
言
葉
」、「
概
念
と
言
葉
」を
「
文
庫
」に
。
3
月
、「
江
戸
人
の
発
想
法
に
つ
い
て
」を
「
思
想
」に
。「
二
葉
亭
四
迷
」を
『
近
代
日
本
文
学
研
究　

明
治
文
学
作
家
論
（
上
）』に
。
9
月
、「
岩
野
泡
鳴
」を
『
近
代
日
本
文
学
研
究　

大
正
文
学
作
家
論
（
上
）』に
。

1
月
、「
神
の
か
な
し
み
」を
「
東
京
新
聞
」に
。
2
月
、歴
史
読
物
『
義
貞
記
』刊
。
こ
の
頃
、太
宰
治
と
親
交
。
4
月
、「
岡
本
か
の
子
」を
小
学
館
『
近
代
日
本
文

学
研
究　

昭
和
文
学
作
家
論
（
上
）』に
。
7
月
、短
篇
「
義
経
」を
「
新
若
人
」に
。
8
月
、「
歴
史
小
説
に
つ
い
て
」を
「
新
潮
」に
。

3
月
、東
京
空
襲
盛
ん
と
な
る
。
10
日
、永
井
荷
風
の
偏
奇
館
焼
け
跡
に
立
つ
。
5
月
25
日
の
空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
、船
橋
市
の
海
老
名
雄
二
方
に
寄
宿
。
厚
生

省
の
外
郭
団
体
に
勤
め
、被
差
別
部
落
視
察
の
た
め
、夏
と
秋
に
北
陸
・
近
畿
・
四
国
に
赴
く
。
北
陸
本
線
の
倶
利
伽
羅
峠
近
く
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
、敗
戦

を
知
る
。

3
月
、短
篇
「
黄
金
伝
説
」を
「
中
央
公
論
」に
。
以
後
、ほ
ぼ
毎
月
一
作
を
文
芸
雑
誌
に
発
表
。
4
月
、短
篇
「
明
月
珠
」を
「
三
田
文
学
」に
。
5
月
、短
篇
「
寒
露
」

を
「
新
潮
」に
。6
月
、短
篇
「
窮
菴
売
ト
」を
「
太
平
」に
、短
篇
「
列
子
」を
「
青
年
文
化
」に
。7
月
、短
篇
「
無
尽
燈
」を
「
文
芸
春
秋
」に
。8
月
、短
篇
「
水
郷
記
」
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年
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年
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年

1
9
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年

昭
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年
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4
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年

昭
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年
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9
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年

昭
和
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年

1
9
4
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年

昭
和
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年

1
9
4
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年

昭
和
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年

1
9
4
6
年

昭
和
21
年

38
歳

39
歳

40
歳

41
歳

42
歳

43
歳

44
歳

45
歳

46
歳

47
歳

『
普
賢
』版
画
荘 

1
9
3
7
年

『
渡
辺
崋
山
』三
笠
書
房 

1
9
4
1
年

『
文
学
大
概
』小
学
館 

1
9
4
2
年
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1
月
、短
篇
「
ほ
と
と
ぎ
す
」を
「
新
潮
」に
、短
篇
「
大
徳
寺
」を
「
声
」に
、「
初
芝
居
三
ツ
物
」を
文
学
座
の
「
熱
帯
樹
」プ
ロ
グ
ラ
ム
に
。
2
月
、「
自
由
に
つ
い

て
」を
「
東
京
新
聞
」に
連
載
。
3
月
、「
蕪
村
風
雅
」を
「
俳
句
」に
。
4
月
、「
遠
く
か
ら
見
た
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ミ
ュ
」を
「
中
央
公
論
」に
。
5
月
、「
戦
中
遺
文
」

を
「
新
潮
」に
。
6
月
、随
筆
集
『
夷
齋
饒
舌
』刊
、15
日
に
明
治
大
学
で
安
保
反
対
の
講
演
。
7
月
、短
篇
「
喜
寿
童
女
」を
「
小
説
中
央
公
論
」に
。
9
月
、「
政
治

に
つ
い
て
の
架
空
演
舌
」を
「
新
潮
」に
。
10
月
、短
篇
「
死
後
の
花
嫁
」を
「
小
説
中
央
公
論
」に
。
12
月
、短
篇
「
ば
け
の
皮
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
。

1
月
、短
篇
「
お
あ
い
に
く
さ
ま
」を
「
小
説
中
央
公
論
」に
、「
横
綱
の
弁
」を
「
酒
」に
。2
月
、筑
摩
書
房
版
『
石
川
淳
全
集
』全
10
巻
刊
行
開
始
（
～
翌
年
12
月
）。

4
月
、短
篇
「
越
天
楽
」を
「
小
説
中
央
公
論
」に
。
5
月
、第
17
回
芸
術
院
賞
受
賞
。
7
月
、「
こ
と
ば
に
手
を
出
す
な
」を
「
新
潮
」に
。
9
月
、戯
曲
「
お
ま
へ
の

敵
は
お
ま
へ
だ
」を
「
群
像
」に
。
10
月
、「
京
都
ぶ
ら
ぶ
ら
」を
「
き
ょ
う
と
」に
、「
夷
齋
遊
戯
」を
「
文
学
界
」に
連
載
（
～
翌
年
）。
12
月
、短
篇
「
二
人
権
兵
衛
」

を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
。
こ
の
年
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
が
『
紫
苑
物
語
』を
英
訳
。

5
～
10
月
、「
レ
ス
・
ノ
ン
・
ヴ
ェ
ル
バ
」を
「
世
界
」に
連
載
。
7
月
、芥
川
賞
選
考
委
員
と
な
る
（
～
1
9
7
1
年
）。

1
月
、短
篇
「
金
鶏
」を
「
世
界
」に
、長
篇
「
荒
魂
」を
「
新
潮
」に
連
載
（
～
翌
年
）。
3
月
、随
筆
集
『
夷
齋
遊
戯
』刊
。
渋
谷
区
代
々
木
上
原
に
転
居
。
8
月
、「
わ

が
万
太
郎
」を
「
新
潮
」に
。
9
月
、短
篇
「
ゆ
う
女
始
末
」を
「
世
界
」に
。
11
月
、小
説
集
『
喜
寿
童
女
』刊
、『
日
本
文
学
全
集
53　

石
川
淳
集
』刊
。
年
末
、芸
術

院
会
員
に
な
る
。

1
月
、「
不
幸
で
な
さ
す
ぎ
る
」を
「
中
央
公
論
」に
、「
世
界
は
金
色
」を
「
芸
術
新
潮
」に
、「
京
劇
雑
感
」を
「
読
売
新
聞
」に
。
7
月
、長
篇
『
荒
魂
』刊
。
8
月
、

安
部
公
房
・
江
川
卓
・
木
村
浩
ら
と
訪
ソ
。
東
独
、チ
ェ
コ
を
巡
っ
て
、パ
リ
に
1
ケ
月
滞
在
、10
月
末
に
帰
国
。
11
月
、太
宰
治
賞
選
考
委
員
と
な
る
（
～

1
9
6
9
年
）。
12
月
、渋
谷
区
初
台
に
転
居
。

1
月
、長
篇
「
至
福
千
年
」を
「
世
界
」に
連
載
（
～
翌
年
）。
3
～
8
月
、紀
行
「
西
游
日
録
」を
「
展
望
」に
連
載
後
、10
月
に
刊
。

1
月
、短
篇
「
鸚
鵡
石
」を
「
新
潮
」に
。
5
月
、短
篇
「
無
明
」を
「
新
潮
」に
。
6
月
、『
現
代
文
学
大
系
52 

石
川
淳
集
』刊
。
7
月
3
日
、N
H
K
・
F
M
で
「
石

川
淳
特
集
」、大
江
健
三
郎
・
奥
野
建
男
と
対
談
、「
紫
苑
物
語
」の
一
節
を
朗
読
。
11
月
、「
詩
的
回
想
断
片
」を
「
新
潮
」に
。

1
月
、短
篇
「
鏡
の
中
」を
「
新
潮
」に
、『
日
本
現
代
文
学
全
集
90　

石
川
淳
・
坂
口
安
吾
』刊
。
2
月
、川
端
康
成
・
安
部
公
房
・
三
島
由
紀
夫
と
「
中
国
文
化

革
命
に
関
し
、学
問
芸
術
の
自
律
性
を
擁
護
す
る
ア
ピ
ー
ル
」を
表
明
。
長
篇
『
至
福
千
年
』刊
。
4
月
、戯
曲
「
一
目
見
て
憎
め
」を
「
中
央
公
論
」に
（
12
月
に

刊
）。
5
月
、川
端
・
安
部
・
三
島
と
の
座
談
会
「
わ
れ
わ
れ
は
な
ぜ
声
明
を
出
し
た
か
」を
「
中
央
公
論
」に
。
8
月
、『
日
本
の
文
学
60　

石
川
淳
』刊
。
11
月
、「
革

命
家
の
夢
」を
「
朝
日
新
聞
」に
。
12
月
、「
仏
界
魔
界
」を
「
太
陽
」に
。

1
月
、「
読
み
癖
」を
「
き
ょ
う
と
」に
、「
め
ぐ
り
め
ぐ
つ
て
」を
「
東
京
新
聞
」に
。
2
月
、「『
中
国
の
孝
道
』を
読
む
」を
「
図
書
」に
。
4
月
、筑
摩
書
房
版
『
石

川
淳
全
集
』全
13
巻
刊
行
開
始
（
～
翌
年
4
月
）。
6
月
、『
日
本
短
篇
文
学
全
集
16　

永
井
荷
風
・
石
川
淳
・
大
江
健
三
郎
』刊
。
7
月
、「
ダ
ダ
に
つ
い
て
」を
「
朝

日
新
聞
」に
。
9
月
、「
肉
体
の
運
動
・
精
神
の
運
動
」（
三
島
由
紀
夫
と
の
対
談
）を
「
文
学
界
」に
。

1
9
6
1
年

昭
和
36
年

1
9
6
2
年

昭
和
37
年

1
9
6
3
年

昭
和
38
年

1
9
6
4
年

昭
和
39
年

1
9
6
5
年

昭
和
40
年

1
9
6
6
年

昭
和
41
年

1
9
6
7
年

昭
和
41
年

1
9
6
8
年

昭
和
42
年

62
歳

63
歳

64
歳

65
歳

66
歳

67
歳

68
歳

69
歳

1
9
6
5
年
12
月
、安
部
公
房
と
初
台
の
家
に
て
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2
月
、杉
並
区
清
水
町
に
転
居
。
3
月
、中
篇
「
鷹
」を
「
群
像
」に
。
4
月
、「
新
釈
雨
月
物
語
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
連
載
（
～
翌
年
）。
4
月
か
ら
フ
ラ
ン

ス
語
非
常
勤
講
師
と
し
て
早
稲
田
大
学
政
経
学
部
に
出
講
（
～
1
9
5
5
年
3
月
）、6
月
、日
本
フ
ラ
ン
ス
文
学
学
会
で
「
リ
ル
ケ
」講
演
。
こ
の
頃
よ
り
文

壇
俳
句
会
に
出
席
。
7
月
、小
説
集
『
鷹
』刊
。
8
月
、三
好
達
治
、桑
原
武
夫
、大
岡
昇
平
ら
と
志
賀
高
原
に
遊
ぶ
。
11
月
、中
篇
「
珊
瑚
」を
「
群
像
」に
。
12
月
、

小
説
集
『
珊
瑚
』刊
。

�

＊
こ
の
年
の
詳
細
は
「
石
川
淳
日
記　

昭
和
28
年
1
月
1
日
―
12
月
31
日
」／
本
誌
p. 

57
～
71
参
照

2
月
、「
だ
か
ら
、い
は
な
い
こ
と
ぢ
や
な
い
ー
社
会
時
評
と
は
何
か
」を
「
文
芸
春
秋
」に
。
3
月
、中
篇
「
鳴
神
」を
「
新
潮
」に
。
4
月
、随
筆
集
『
夷
齋
清
言
』刊
。

5
～
12
月
、長
篇
「
虹
」を
「
文
学
界
」に
連
載
。
9
月
、小
説
集
『
鳴
神
』刊
。
10
月
、「
坂
口
安
吾
と
の
往
復
書
簡
」を
「
新
潮
」に
。
12
月
、短
篇
「
大
歳
の
餅
」を

「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
。
暮
れ
に
久
保
田
万
太
郎
を
囲
む
「
盆
暮
会
」発
足
。

�

＊
こ
の
年
の
詳
細
は
「
石
川
淳
日
記　

昭
和
29
年
1
月
1
日
―
8
月
25
日
」／
本
誌
p. 

71
～
73
参
照

1
月
、短
篇
「
前
身
」を
「
新
潮
」に
、「
し
ぐ
れ
歌
仙
」を
「
群
像
」に
、長
篇
『
虹
』刊
。2
月
、談
話
「
坂
口
安
吾
を
悼
む
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
。4
月
、短
篇
「
狼
」

と
、「
因
縁
深
き
か
浅
き
か
」を
「
新
潮
」に
、『
昭
和
文
学
全
集
57　

伊
藤
整
・
石
川
淳
集
』刊
。
5
月
、短
篇
「
犯
人
」を
「
中
央
公
論
」に
。
6
月
、「
ホ
テ
ル
気
質
」

を
「
文
芸
春
秋
」、「
安
部
君
に
つ
い
て
」（
改
稿
「
安
部
公
房
君
鐫
印
」）を
俳
優
座
の
「
ど
れ
い
狩
り
」プ
ロ
グ
ラ
ム
に
。8
月
、「
す
だ
れ
越
し
」を
「
新
潮
」に
。9
月
、

中
篇
「
落
花
」を
「
新
潮
」に
。
9
～
10
月
、「
一
虚
一
盈
」を
「
東
京
新
聞
」に
連
載
。
12
月
、「
諸
国
畸
人
伝
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
連
載
（
～
1
9
5
7
年
）。

小
説
集
『
落
花
』刊
。

1
月
、短
篇
「
夢
の
見
本
市
」を
「
新
潮
」に
。
2
月
、短
篇
「
灰
色
の
マ
ン
ト
」を
「
中
央
公
論
」に
。
4
～
５
月
、「
人
生
ノ
ー
ト　

狂
気
と
正
気
」を
「
サ
ン
デ
ー

毎
日
」に
連
載
、6
月
、「
安
吾
の
ゐ
る
風
景
」を
「
文
学
界
」に
。
7
月
、中
篇
「
紫
苑
物
語
」を
「
中
央
公
論
」に
、「
墓
と
ホ
テ
ル
と
…
…
」を
「
新
潮
」に
。
9
月
、

短
篇
「
ま
ぼ
ろ
し
車
」を
「
新
潮
」に
。
10
月
、野
沢
喜
左
衛
門
節
付
浄
瑠
璃
放
送
台
本
「
近
松
」を
「
文
学
界
」に
、小
説
集
『
紫
苑
物
語
』刊
。

1
月
、短
篇
「
鰐
」を
「
文
芸
」に
。
3
月
、『
紫
苑
物
語
』に
よ
り
第
7
回
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
を
受
賞
。
4
～
10
月
、「
白
頭
吟
」を
「
中
央
公
論
」に
連
載
。
5

～
10
月
、「
神
神
ー
古
事
記
物
語
」を
「
総
合
」に
連
載
（
6
回
で
途
絶
、の
ち
『
新
釈
古
事
記
』）。
6
月
、「
京
伝
頓
死
」を
「
新
潮
」に
。
10
月
、『
諸
国
畸
人
伝
』刊
。

11
月
、長
篇
『
白
頭
吟
』刊
。

3
月
、中
篇
「
八
幡
縁
起
」を
「
中
央
公
論
」に
。
4
月
、短
篇
「
今
は
む
か
し
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
、「
日
本
語
と
漢
語
」を
「
東
京
新
聞
」に
連
載
。
7
月
、

中
篇
「
修
羅
」を
「
中
央
公
論
」に
。
8
月
、短
篇
「
蜃
気
楼
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
。
小
説
集
『
修
羅
』刊
。
10
月
、短
篇
「
遊
船
」を
「
声
」に
。
12
月
、短
篇
「
か

く
し
ご
と
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
。

1
月
、短
篇
「
霊
薬
十
二
神
丹
」を
「
新
潮
」に
。
2
月
、短
篇
「
怪
異
石
仏
供
養
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
。『
南
画
大
体
』刊
。
5
月
、短
篇
「
狐
の
生
肝
」を
「
新

潮
」に
、『
新
選
現
代
日
本
文
学
全
集
2　

石
川
淳
集
』刊
。
小
説
集
『
霊
薬
十
二
神
丹
』刊
。
7
・
10
月
、中
篇
「
影
」を
「
中
央
公
論
文
芸
特
集
号
」に
分
載
、７
月
、

「
敗
荷
落
日
」を
「
新
潮
」に
、「
独
立
の
精
神
に
つ
い
て
」を
「
東
京
新
聞
」に
連
載
。
8
月
、短
篇
「
獅
子
の
フ
ァ
ル
ス
」を
「
新
潮
」に
、N
H
K
ラ
ジ
オ
第
2
で

池
島
信
平
と
放
送
対
談
。
9
月
、「
六
世
歌
右
衛
門
」を
、写
真
集
『
六
世
中
村
歌
右
衛
門
』に
。
11
月
、短
篇
「
裸
婦
変
相
」を
「
新
潮
」に
。
小
説
集
『
影
』刊
。
12

月
、短
篇
「
に
せ
神
父
」を
「
別
冊
文
芸
春
秋
」に
。

1
9
6
0
年

昭
和
35
年

61
歳

1
9
5
3
年

昭
和
28
年

1
9
5
4
年

昭
和
29
年

1
9
5
5
年

昭
和
30
年

1
9
5
6
年

昭
和
30
年

1
9
5
7
年

昭
和
32
年

1
9
5
8
年

昭
和
33
年

1
9
5
9
年

昭
和
34
年

54
歳

55
歳

56
歳

57
歳

58
歳

59
歳

60
歳

1
9
5
9
年
9
月
、吉
田
健
一
と
帝
国
ホ
テ
ル

に
て  
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鳴
神
』原
稿
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1
月
、「
続
夷
齋
華
言
」を
「
新
潮
」に
連
載
（
～
翌
年
）。
8
月
、中
野
重
治
追
悼
の
談
話
「
思
想
に
詩
人
の
感
覚
」を
「
朝
日
新
聞
」に
。
11
月
、岩
波
書
店
版
『
石

川
淳
選
集
』全
17
巻
刊
行
開
始
（
～
1
9
8
1
年
3
月
）。

1
月
「
東
京
言
葉
」（
大
野
晋
・
幸
田
文
・
丸
谷
才
一
と
の
座
談
）を
「
図
書
」に
。
5
月
、杉
本
秀
太
郎
・
丸
谷
才
一
と
の
歌
仙
「
旅
衣
の
巻
」を
「
図
書
」に
。
6

月
、「
江
戸
の
文
人
と
遊
び
」（
中
村
真
一
郎
と
の
対
談
）を
「
波
」に
、随
筆
集
『
江
戸
文
学
掌
記
』刊
。
8
月
、港
区
南
青
山
に
転
居
。
10
月
、長
篇
『
狂
風
記
』上
・

下
巻
刊
。
11
月
、「
文
学
の
核
心
」（
丸
谷
才
一
と
の
対
談
）を
「
す
ば
る
」に
。

1
月
、「
宿
な
し
日
記
」を
「
す
ば
る
」に
。2
月
、『
江
戸
文
学
掌
記
』に
よ
り
読
売
文
学
賞
を
受
賞
。安
東
次
男
・
丸
谷
才
一
・
大
岡
信
と
の
共
著
『
歌
仙
』刊
。6
月
、

長
篇
「
六
道
遊
行
」を
「
す
ば
る
」に
連
載
（
～
翌
年
）。
10
月
、丸
谷
才
一
・
結
城
昌
治
・
野
坂
昭
如
・
井
上
ひ
さ
し
と
の
歌
仙
「
市
に
五
虎
の
巻
」を
「
週
刊
朝

日
」に
。

1
月
、昭
和
56
年
度
朝
日
賞
（
文
化
賞
）を
受
賞
。
4
月
、『
現
代
の
随
想
16　

石
川
淳
集
』刊
。
10
月
半
ば
か
ら
、全
国
農
協
の
米
の
C
F
で
「
鉢
投
げ
て
米
俵

飛
ぶ
秋
の
空
」の
句
が
放
送
さ
れ
た
（
野
坂
昭
如
・
大
岡
信
・
丸
谷
才
一
の
句
と
と
も
に
）。

1
～
12
月
、「
夷
齋
風
雅
」を
「
す
ば
る
」に
連
載
。
3
月
、岩
波
書
店
版
『
露
伴
随
筆
』全
5
巻
を
編
集
。
4
月
、長
篇
『
六
道
遊
行
』刊
行
。
11
月
、大
岡
信
・
杉
本

秀
太
郎
・
丸
谷
才
一
ら
と
の
共
著
『
酔
ひ
ど
れ
歌
仙
』刊
。

1
月
、長
篇
「
天
門
」を
「
す
ば
る
」に
連
載
（
～
翌
年
）。

1
月
、大
岡
信
・
丸
谷
才
一
と
の
歌
仙
「
初
霞
の
巻
」を
「
す
ば
る
」に
。
12
月
、大
岡
信
・
丸
谷
才
一
・
杉
本
秀
太
郎
と
の
歌
仙
「
紅
葉
の
巻
」を
「
す
ば
る
」に
。

1
～
12
月
、「
続
夷
齋
風
雅
」を
「
す
ば
る
」に
連
載
。
1
月
、長
篇
『
天
門
』刊
。
12
月
、大
岡
信
・
丸
谷
才
一
と
の
歌
仙
「
夕
紅
葉
の
巻
」を
「
す
ば
る
」に
。

1
月
、長
篇
「
蛇
の
歌
」を
「
す
ば
る
」に
連
載
（
～
翌
年
、16
回
で
死
去
の
た
め
途
絶
）。
7
月
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー「
蜀
山
人
と
そ
の
周
辺
」（
聞
き
手
：
田
中
優
子
）

を
「
文
学
」に
。
12
月
29
日
、東
京
都
新
宿
区
の
社
会
保
険
中
央
病
院
で
、肺
癌
に
よ
る
呼
吸
不
全
で
死
去
。
遺
志
に
よ
り
宗
教
的
な
葬
儀
は
行
わ
ず
。

1
月
22
日
、千
日
谷
会
堂
で
「
石
川
淳
と
別
れ
る
会
」が
催
さ
れ
、中
村
真
一
郎
・
加
藤
周
一
・
安
部
公
房
・
丸
谷
才
一
・
武
満
徹
が
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
る
。4
月
、

長
篇
『
蛇
の
歌
』、随
筆
集
『
夷
齋
風
雅
』刊
。

筑
摩
書
房
版
『
石
川
淳
全
集
』（
～
1
9
9
2
年
、全
19
巻
）

4
月
24
日
～
9
月
26
日
、世
田
谷
文
学
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
で
「
受
贈
記
念　

夷
齋
先
生
・
石
川
淳
」開
催
。

1
9
8
1
年

昭
和
56
年

1
9
8
2
年

昭
和
57
年

1
9
8
3
年

昭
和
58
年

1
9
8
4
年

昭
和
59
年

1
9
8
5
年

昭
和
60
年

1
9
8
6
年

昭
和
61
年

1
9
8
7
年

昭
和
62
年

1
9
8
8
年

昭
和
63
年

1
9
8
9
年

昭
和
64
年
・平
成
元
年

2
0
2
1
年

令
和
3
年

82
歳

83
歳

84
歳

85
歳

86
歳

87
歳

88
歳

1
9
8
1
年
3
月
、原
宿
を
歩
く  
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潮
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晩
年
の
石
川
淳

1
月
、短
篇
「
一
露
」を
「
新
潮
」に
、「
吉
備
路
」を
「
朝
日
新
聞
」に
。『
現
代
日
本
文
学
館
31　

石
川
淳
』、『
日
本
文
学
全
集
69　

石
川
淳
』刊
。
2
月
、「
若
菜
」

を
「
中
央
公
論
」に
。
4
月
、短
篇
「
虎
の
国
」を
「
文
芸
」に
。
5
月
、『
現
代
日
本
文
学
体
系
76　

石
川
淳
・
安
部
公
房
・
大
江
健
三
郎
集
』刊
。
6
月
、「
文
学
談

断
片
」を
「
海
」に
。
7
～
9
月
、中
篇
「
天
馬
賦
」を
「
海
」に
連
載
。
7
月
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー「
絶
対
的
自
由
と
手
と
」（
聞
き
手
：
開
高
健
）を
「
文
芸
」に
。
11
月
、

小
説
集
『
天
馬
賦
』刊
、「
タ
ケ
ノ
コ
の
説
」を
安
部
公
房
作
・
演
出
「
棒
に
な
っ
た
男
」公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
。
12
月
、「
無
害
は
有
害
と
い
ふ
こ
と
」を
「
朝
日

新
聞
」に
。
こ
の
月
よ
り
「
朝
日
新
聞
」で
「
文
芸
時
評
」開
始
（
～
1
9
7
1
年
11
月
）。

1
月
、短
篇
「
武
運
」を
「
海
」に
。
5
月
、『
日
本
の
名
著
21　

本
居
宣
長
』（
中
央
公
論
社
）を
責
任
編
集
。
6
月
、『
カ
ラ
ー
版
日
本
文
学
全
集
32　

石
川
淳
』刊
。

7
月
、「
雑
談
」（
西
脇
順
三
郎
と
の
対
談
）を
「
都
市
」に
。
12
月
、「
破
裂
の
た
め
に
集
中
す
る
」（
三
島
由
紀
夫
と
の
対
談
）を
「
中
央
公
論
」に
。
こ
の
年
、秋
の

叙
勲
で
の
勲
三
等
の
打
診
を
断
る
。

1
月
、「
舌
を
結
ぶ
」を
「
海
」に
。
2
月
、長
篇
「
狂
風
記
」を
「
す
ば
る
」に
連
載
（
～
1
9
8
0
年
）。
5
月
、随
筆
集
『
夷
齋
小
識
』、『
現
代
十
人
の
作
家
５　

石
川
淳
の
自
選
作
品
』刊
。
7
月
、『
現
代
日
本
の
文
学
18　

石
川
淳
集
』刊
。
11
月
、岩
波
書
店
版
『
鷗
外
全
集
』月
報
連
載
（
～
1
9
7
5
年
）。

5
月
、「
大
和
国
原
」を
「
週
刊
読
売
臨
時
増
刊
」に
。「
朝
日
新
聞
」の
文
芸
時
評
集
『
文
林
通
言
』刊
。
7
月
31
日
、「
江
戸
文
学
に
つ
い
て
」講
演
。
9
月
、『
新
潮

日
本
文
学
33　

石
川
淳
集
』刊
。

1
月
、「
閑
谷
学
校
」を
「
読
売
新
聞
」に
。
2
月
、『
豪
華
版
日
本
文
学
全
集
69　

石
川
淳
集
』刊
。
3
月
、「
一
夜
百
詠
」を
「
朝
日
新
聞
」に
。
10
月
、大
佛
次
郎
賞

審
査
委
員
と
な
る
（
～
1
9
8
0
年
）。

1
月
、筑
摩
書
房
増
補
版
『
石
川
淳
全
集
』全
14
巻
刊
行
開
始
（
～
翌
年
3
月
）。
3
月
、安
東
次
男
・
丸
谷
才
一
・
大
岡
信
と
歌
仙
を
巻
き
、「
新
酒
の
巻
」を
「
図

書
」に
。
10
月
、「
恩
人
」を
『
回
想
の
古
田
晁
』に
。

2
月
、「
四
畳
半
襖
の
下
張
」裁
判
の
た
め
東
京
地
裁
に
弁
護
側
証
人
と
し
て
出
廷
。
3
月
、「
遊
び
の
精
神
」（
佐
々
木
基
一
と
の
対
談
）を
「
文
芸
」に
。
3
月
下

旬
よ
り
4
月
上
旬
に
か
け
、学
術
文
化
使
節
団
の
一
員
と
し
て
訪
中
。
4
月
、「
四
畳
半
襖
の
下
張
裁
判
に
つ
い
て
」を
「
世
界
」に
。
5
月
、「
文
学
的
雑
談
」（
丸

谷
才
一
と
の
対
談
）を
「
国
文
学
」に
。
6
～
8
月
、「
北
京
独
吟
」を
「
世
界
」に
（
3
回
）。
9
月
、『
鷗
外
全
集
』月
報
を
纏
め
た
随
筆
集
『
前
賢
餘
韻
』刊
。
10

月
29
日
、京
都
会
館
で
「
文
学
と
生
活
」講
演
。

1
月
、「
江
戸
と
西
洋
」（
中
村
真
一
郎
と
の
対
談
）を
「
海
」に
。
3
月
、檀
一
雄
追
悼
文
「
花
た
ち
ば
な
」を
「
新
潮
」に
。
5
月
、随
筆
集
『
夷
齋
虚
実
』刊
。
12
月
、

「
椿
」を
「
ア
ニ
マ
」に
。

1
月
、「
言
葉
・
文
化
・
政
治
」（
安
部
公
房
と
の
対
談
）を
「
波
」に
。
4
月
、「
夷
齋
華
言
」を
「
新
潮
」に
連
載
（
～
翌
年
）。
8
月
「
江
戸
期
の
文
学
」（
ド
ナ
ル
ド
・

キ
ー
ン
と
の
対
談
）を
「
海
」に
。
9
月
、「
我
鬼
先
生
の
こ
と
」（
大
岡
信
と
の
対
談
）を
「
図
書
」に
。
10
月
、対
談
集
『
夷
齋
座
談
」刊
。

1
月
、「
湯
ぶ
く
れ
の
歌
」を
「
朝
日
新
聞
」に
。
5
月
上
旬
よ
り
6
月
上
旬
に
か
け
て
、活
夫
人
と
フ
ラ
ン
ス
、イ
タ
リ
ア
、オ
ラ
ン
ダ
に
遊
ぶ
。
10
月
、紀
行
「
西

遊
五
月
の
花
」を
「
す
ば
る
」に
。
11
月
、岩
波
書
店
版
『
鷗
外
全
集
』を
単
独
編
集
。
12
月
、「
ご
め
ん
下
さ
い
」を
「
図
書
」に
。
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年
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歳

72
歳
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歳

74
歳

75
歳

76
歳

77
歳

78
歳

79
歳

80
歳

81
歳

初
台
の
家
の
庭
に
て
、愛
犬
ク
ロ
（
ク
ロ
ー
、ぼ
う
や
と
も
。

１
９
６
７
年
～
80
年
ま
で
飼
う
）と

71
歳

1
9
7
0
年

昭
和
45
年
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本
所
区
（
現
・
墨
田
区
）の
寿
美
の
実
家
に
住
む
。
8
月
、長
男
一
裕
誕
生
。

2
月
、同
心
社
に
就
職
し
、筆
耕
と
な
る
。

1
月
、祖
谷
寿
美
と
の
婚
姻
届
出
。
4
月
、筆
耕
の
仕
事
ぶ
り
が
評
価
さ
れ
、東
京
丸
の
内
の
新
潟
鉄
工
所
社
員
と
な
る
。
同
僚
に
詩
人
の
北
川
省
一
が
い
た
。

こ
の
頃
、ニ
ー
チ
ェ
に
導
か
れ
、ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
悪
霊
」を
読
む
。
衝
撃
を
受
け
、文
学
へ
の
関
心
を
高
め
る
。
6
月
、本
名
で
「
島
長
の
家
」を
脱
稿
。

12
月
、「
焰
の
槍
」で
初
め
て
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
椎
名
麟
三
」を
用
い
る
。
こ
の
名
前
は
労
働
運
動
時
代
の
変
名
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
。

1
月
、「
男
の
言
葉
」脱
稿
。
短
篇
「
悪
魔
と
神
」を
「
文
芸
首
都
」へ
送
る
。
年
末
、佐
々
木
翠
（
の
ち
の
船
山
馨
夫
人
）を
紹
介
さ
れ
、同
人
雑
誌
「
創
作
」を
知
る
。

8
月
、同
人
雑
誌
「
新
創
作
」（
旧
「
創
作
」）の
正
式
な
同
人
と
な
る
。
同
人
に
は
船
山
馨
、佐
々
木
翠
、寒
川
光
太
郎
（
こ
の
年
、芥
川
賞
受
賞
）ら
が
い
た
。
12
月
、

「
第
壱
号
試
掘
井
」を
脱
稿
。

1
月
、「
家
」を
「
新
創
作
」に
発
表
。
2
月
、『
新
創
作
七
人
集
』（
創
作
社
）に
「
第
壱
号
試
掘
井
」が
収
録
さ
れ
る
。

3
月
、新
潟
鉄
工
所
が
戦
車
製
造
を
開
始
し
た
こ
と
に
嫌
気
が
差
し
、同
社
を
退
職
す
る
。
6
月
、長
女
真
美
子
誕
生
。
こ
の
頃
、長
篇
「
胎
動
」を
書
き
上
げ
、

船
山
馨
が
河
出
書
房
に
持
ち
込
む
が
、不
採
用
。
原
稿
は
預
け
ら
れ
た
ま
ま
、1
9
4
5
年
5
月
の
空
襲
で
社
屋
と
共
に
灰
燼
に
帰
す
。

3
月
、豊
国
社
の
高
田
俊
郎
を
保
証
人
と
し
て
、世
田
谷
区
松
原
に
家
を
買
い
、転
居
。
同
月
、妹
和
子
の
結
婚
式
の
た
め
、大
阪
へ
旅
行
。
9
月
、第
１
回
の
召

集
を
受
け
る
が
、肺
浸
潤
の
た
め
即
日
帰
郷
。
12
月
、大
阪
旅
行
を
材
料
と
し
て
「
霧
の
旅
愁
」を
脱
稿
す
る
が
未
発
表
。

1
月
頃
、近
所
に
住
ん
で
い
た
友
人
荒
本
守
也
か
ら
『
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
選
集
』を
借
り
て
読
み
、強
い
影
響
を
受
け
る
。
こ
の
年
、2
度
目
の
召
集
を
受
け
る
が
、

タ
バ
コ
を
水
に
溶
か
し
て
飲
み
、体
調
不
良
と
な
っ
た
結
果
、即
日
帰
郷
と
な
る
。

3
月
10
日
、東
京
大
空
襲
。
翌
日
、船
山
馨
と
妻
の
実
家
を
目
指
し
本
所
の
焼
跡
を
歩
き
、そ
の
帰
途
、文
学
へ
の
決
意
を
確
認
し
あ
う
。
8
月
15
日
、終
戦
。
9

月
頃
、船
山
馨
や
実
弟
・
実
ら
と
貸
本
・
印
刷
・
出
版
を
目
的
と
し
た
創
美
社
を
創
立
、世
田
谷
区
の
京
王
線
・
千
歳
烏
山
駅
前
に
事
務
所
を
設
け
る
。

1
月
、創
美
社
か
ら
船
山
馨
『
稚
情
歌
』を
1
万
部
刊
行
。
売
れ
行
き
好
調
の
た
め
、第
2
回
配
本
と
し
て
井
野
貞
一
の
反
戦
小
説
『
軌
の
下
』を
2
万
部
刷
る

が
、民
間
情
報
教
育
局
の
検
閲
で
削
除
訂
正
の
注
文
が
つ
き
、発
行
を
断
念
。
借
金
が
の
こ
り
、創
美
社
は
春
頃
に
廃
業
と
な
っ
た
。
8
月
、第
3
回
配
本
と
し

て
予
定
し
て
い
た
「
黒
い
運
河
」を
脱
稿
。
そ
の
後
、「
深
夜
の
酒
宴
」と
改
題
改
作
し
、出
版
社
各
所
へ
持
ち
込
む
が
不
採
用
。
そ
の
後
、田
村
元
の
実
存
主
義

的
論
文
を
掲
載
し
て
い
た
筑
摩
書
房
の
雑
誌
「
展
望
」に
送
る
。
年
末
、編
集
者
臼
井
吉
見
よ
り
採
用
の
電
報
を
受
け
る
。

2
月
に
「
深
夜
の
酒
宴
」が
「
展
望
」に
掲
載
さ
れ
、作
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
。
6
月
、「
重
き
流
れ
の
な
か
に
」を
「
展
望
」に
発
表
。
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歳
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寿
美
と

1
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年
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井
の
頭
公
園
に
て
長
男
・
一
裕
と

小
石
川
・
豊
国
社
に
て
。
同
社
は
「
新
創

作
」の
支
援
者
で
あ
っ
た
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年

31
歳

32
歳

33
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10
月
1
日
、兵
庫
県
飾
磨
郡
曾
左
村
之
内
書
写
村
（
現
・
姫
路
市
書
写
東
坂
）に
、父
・
大
坪
熊
次
、母
・
み
す
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
本
名
・
大
坪
昇
。
生

後
3
日
目
に
母
の
自
殺
未
遂
事
件
が
あ
り
、大
阪
で
警
察
官
を
し
て
い
た
父
の
も
と
へ
母
子
と
も
に
移
る
。

4
月
、大
阪
市
立
中
大
江
尋
常
小
学
校
に
入
学
。

11
月
、父
母
が
別
居
し
、母
、妹
、弟
と
曾
左
村
に
帰
る
。
12
月
、曾
左
村
立
尋
常
高
等
小
学
校
に
転
入
学
。

こ
の
頃
、近
所
の
青
年
画
家
・
福
本
熊
一
の
も
と
で
文
芸
雑
誌
に
親
し
む
。

3
月
、曾
左
村
立
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
。
4
月
、県
立
姫
路
中
学
校
（
現
・
姫
路
西
高
等
学
校
）に
入
学
。

5
月
、姫
路
中
学
校
を
退
学
。
6
月
、父
か
ら
の
送
金
が
途
絶
え
貧
窮
。
交
渉
の
た
め
一
人
大
阪
の
父
の
も
と
に
行
く
が
追
い
返
さ
れ
家
出
。
見
習
コ
ッ
ク
等

の
職
を
転
々
と
す
る
。

こ
の
頃
、ア
ウ
グ
ス
ト
・
ベ
ー
ベ
ル
『
婦
人
論
』を
読
み
、社
会
主
義
を
知
る
。
独
学
で
専
門
学
校
入
学
者
資
格
検
定
試
験
（
英
語
）を
受
け
、合
格
。

4
月
、母
が
須
磨
海
岸
で
入
水
自
殺
を
図
る
。
新
聞
記
事
で
こ
の
記
事
を
み
た
昇
は
、匿
名
に
も
か
か
わ
ら
ず
母
親
だ
と
直
感
。カ
フ
ェ
を
辞
し
、須
磨
署
で
母

と
面
会
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
6
月
、宇
治
川
電
機
電
鉄
部
（
現
・
山
陽
電
気
鉄
道
）に
車
掌
見
習
い
と
し
て
入
社
。
そ
の
後
、労
働
運
動
に
参
加
、刷
新
同
盟

を
結
成
し
、さ
ら
に
全
協
（
日
本
労
働
組
合
全
国
協
議
会
）の
組
織
下
に
入
る
。

8
月
、関
西
を
中
心
に
し
た
日
本
共
産
党
の
一
斉
検
挙
が
あ
り
、東
京
へ
逃
れ
る
。
9
月
、目
黒
に
い
た
父
を
訪
ね
た
際
に
高
輪
署
員
に
検
挙
さ
れ
、神
戸
地
裁

で
懲
役
4
年
の
判
決
を
受
け
る
。

未
決
囚
と
し
て
、神
戸
の
留
置
場
を
た
ら
い
回
し
に
さ
れ
る
。
7
月
、大
阪
刑
務
所
の
未
決
監
に
回
さ
れ
る
。
拘
禁
中
、ニ
ー
チ
ェ
の
『
こ
の
人
を
見
よ
』を
読
み
、

衝
撃
を
受
け
る
。

獄
中
で
転
向
上
申
書
を
書
く
。
4
月
、父
熊
次
と
母
み
す
の
協
議
離
婚
が
成
立
。
そ
の
後
み
す
は
自
殺
を
遂
げ
る
。
同
月
末
、昇
は
懲
役
3
年
、執
行
猶
予
5
年

の
判
決
を
受
け
、大
阪
刑
務
所
か
ら
出
所
。
5
月
頃
、マ
ッ
チ
工
場
で
雑
役
夫
と
し
て
働
く
。
8
月
、父
を
頼
っ
て
上
京
、防
水
紙
の
製
造
、運
送
屋
な
ど
を
転
々

と
す
る
。

12
月
、銀
座
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ニ
ュ
ー
・
パ
レ
ス
」で
と
も
に
働
い
て
い
た
祖
谷
寿
美
と
実
質
上
の
結
婚
。
芝
区
（
現
・
港
区
）に
住
む
。
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歳
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歳
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歳
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歳

20
歳

21
歳

22
歳
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歳

椎
名
麟
三  

年
譜

1
9
2
1
年
頃

後
列
左
か
ら
、昇
、父
・
熊
次
、妹
・
和
子
、弟
・
実
、母
・
み
す

中
学
2
年
頃

1
9
3
0
年　

車
掌
時
代　

前
列
・
椎
名

本
年
譜
は
、『
椎
名
麟
三
全
集
』全
23
巻
（
冬
樹
社
）、斎
藤
末
弘
『
椎
名
麟
三
の
文
学
』（
桜
楓
社
）、姫
路
文
学
館
『
特
別
展 

没
後
50
年 

姫
路
が
生
ん
だ
二
人
の
作
家　

阿
部
知
二
と
椎
名
麟
三 

展
』図
録
ほ
か
を
参
照
し
、講
演
記
録
に
焦
点
を
当
て
、作
成
し
ま
し
た
。



國
學
院
大
學
で
「
戦
後
文
学
の
動
向
」と
題
し
て
講
演
。
12
月
、新
書
判
創
作
集
『
母
の
像
』刊
。

1
月
、埼
玉
県
教
育
局
で
講
演
。
2
月
、新
潮
社
の
依
頼
で
写
真
家
の
林
忠
彦
と
記
者
と
と
も
に
神
戸
、明
石
、淡
路
、書
写
、城
崎
を
回
る
。
3
月
、「
美
し
い
女
」

と
こ
れ
ま
で
の
創
作
活
動
に
対
し
て
、芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
が
贈
ら
れ
る
。
同
月
、日
本
基
督
教
団
横
浜
協
会
、東
京
Y
M
C
A
で
講
演
。５
月
、日
本
基
督

教
団
横
浜
教
会
で
講
演
、『
運
河
』、『
日
本
シ
ナ
リ
オ
文
学
全
集
10　

椎
名
麟
三
・
安
部
公
房
集
』刊
。6
月
、日
本
基
督
教
団
代
田
橋
教
会
、早
稲
田
大
学
で
講
演
。

8
月
、上
原
教
会
夏
期
集
会
で
「
信
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
」と
題
し
て
講
演
。
9
月
、創
作
集
『
人
生
の
背
後
に
』刊
。
11
月
、関
西
学
院
大
学
で
講
演
、同

志
社
大
学
で
「
現
代
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
問
題
」と
題
し
て
講
演
。
同
月
、文
庫
判
随
筆
集
『
愛
と
自
由
の
肖
像
』刊
。
12
月
、随
筆
集
『
猫
背
の
散
歩
』刊
。こ
の
年
、

雑
誌
「
文
芸
」で
の
座
談
会
を
き
っ
か
け
と
し
て
梅
崎
春
生
、武
田
泰
淳
、中
村
真
一
郎
、野
間
宏
、埴
谷
雄
高
、堀
田
善
衞
と
「
あ
さ
っ
て
会
」を
結
成
。

2
月
、新
書
判
『
私
の
聖
書
物
語
』刊
。
4
月
、詩
人
の
大
岡
信
と
劇
作
家
の
深
瀬
サ
キ
の
婚
礼
で
仲
人
を
つ
と
め
る
。
7
月
、関
西
学
院
大
学
で
「
現
代
と
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
」と
題
し
て
講
演
。
8
月
、上
原
教
会
夏
期
集
会
で
「
聖
書
に
お
け
る
不
条
理
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
。
同
月
、川
原
湯
温
泉
高
山
旅
館
で
原
稿

執
筆
中
に
心
筋
梗
塞
で
倒
れ
、翌
月
、慶
應
病
院
に
入
院
。
退
院
後
、自
宅
療
養
を
続
け
た
が
、再
び
東
大
病
院
に
入
院
。
11
月
、『
椎
名
麟
三
作
品
集
』（
講
談
社
、

全
7
巻
）刊
行
開
始
。
12
月
、連
作
推
理
小
説
集
『
新
作
の
証
言
』刊
。

2
月
、『
現
代
日
本
文
学
全
集
82　

椎
名
麟
三
・
野
間
宏
・
梅
崎
春
生
集
』刊
。
8
月
、上
原
教
会
夏
期
集
会
で
「
人
間
の
復
権
」と
題
し
て
講
演
。
11
月
、大
阪
府

池
田
市
五
月
山
教
会
で
「
文
学
と
救
い
」と
題
し
て
講
演
、創
作
集
『
雨
は
降
り
続
い
て
い
る
』刊
。

3
月
、「
指
」百
号
記
念
会
で
聖
書
の
非
神
話
化
問
題
を
め
ぐ
り
、赤
岩
栄
牧
師
と
の
信
仰
的
立
場
の
違
い
が
表
面
化
す
る
。
4
月
、随
筆
集
『
生
き
る
意
味
』刊
。

5
月
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
そ
の
男
」が
N
H
K
大
阪
で
放
送
。
6
月
、『
新
選
現
代
日
本
文
学
全
集
25　

椎
名
麟
三
集
』刊
。
7
月
、『
明
日
な
き
日
』刊
、キ
リ
ス

ト
教
兄
弟
団
夏
期
修
養
会
で
「
信
仰
と
文
学
」と
題
し
て
講
演
。
8
月
、上
原
教
会
夏
期
集
会
で
「
現
代
の
状
況
」と
題
し
、遠
藤
周
作
と
と
も
に
講
演
。
9
月
、

創
作
集
『
断
崖
の
上
で
』『
現
代
長
編
小
説
全
集
39　

椎
名
麟
三
・
武
田
泰
淳
集
』刊
。
11
月
、同
志
社
大
学
で
「
矛
盾
と
自
由
」と
題
し
て
講
演
。

3
月
、教
文
館
遺
愛
室
に
て
、佐
古
純
一
郎
・
阿
部
光
子
・
高
見
沢
潤
子
ら
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
文
学
集
団
「
た
ね
の
会
」を
結
成
。
6
月
、中
野
重
治
・
高
見
順

ら
と
と
も
に
「
安
保
批
判
の
会
」に
入
り
、デ
モ
に
加
わ
る
。
同
月
、軽
井
沢
星
野
温
泉
で
ひ
ら
か
れ
た
「
キ
リ
ス
ト
教
と
文
学
の
会
」で
「
表
現
に
つ
い
て
」と

題
し
て
講
演
。7
月
、上
原
教
会
夏
期
集
会
で
「
芸
術
と
方
法
」と
題
し
て
講
演
。10
月
、名
古
屋
市
名
鉄
ホ
ー
ル
に
て
「
自
由
と
文
学
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
。

同
月
、『
罠
と
毒
』刊
。
こ
の
年
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
自
由
へ
の
証
言
」に
よ
り
芸
術
祭
奨
励
賞
受
賞
。

1
月
、文
庫
判
随
筆
集
『
私
の
人
生
手
帖
』刊
。
5
月
、『
長
い
谷
間
』刊
。
8
月
、上
原
教
会
夏
期
集
会
で
「
交
り
の
現
実
性
」と
題
し
て
講
演
。
10
月
、キ
リ
ス
ト

教
兄
弟
団
15
周
年
記
念
の
講
演
旅
行
の
一
環
と
し
て
、西
南
学
院
大
学
で
講
演
。
11
月
、武
田
泰
淳
、堀
田
善
衞
、中
村
光
夫
ら
と
と
も
に
訪
中
文
学
者
代
表
団

の
一
員
と
し
て
広
州
、北
京
、上
海
等
を
訪
問
、12
月
に
帰
国
。
同
月
、シ
ド
ニ
ー
・
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ド
訳
に
よ
る
『
愛
の
証
言
』が
イ
ギ
リ
ス
で
刊
行
。
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1
月
、創
作
集
『
重
き
流
れ
の
な
か
に
』、創
作
集
『
深
尾
正
治
の
手
記
』刊
。
同
月
、岡
本
太
郎
、花
田
清
輝
ら
が
結
成
し
た
「
夜
の
会
」に
参
加
。
4
月
、書
き
下

ろ
し
長
篇
「
永
遠
な
る
序
章
」を
脱
稿
。
こ
の
頃
、荒
本
守
也
が
腸
捻
転
が
原
因
で
死
去
、大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
。
5
月
、船
山
馨
と
新
人
発
掘
の
た
め

に
雑
誌
「
次
元
」を
創
刊
。
同
月
、松
本
市
の
松
本
中
学
校
、慶
応
義
塾
大
学
で
講
演
。
6
月
、『
永
遠
な
る
序
章
』刊
、「
近
代
文
学
」第
二
次
同
人
拡
大
に
伴
い
、

梅
崎
春
生
、武
田
泰
淳
ら
と
共
に
加
入
。
同
月
、雑
誌
「
個
性
」の
座
談
会
で
赤
岩
栄
牧
師
と
出
会
う
。
10
月
、戦
後
派
作
家
を
集
め
た
雑
誌
「
序
曲
」の
た
め
の

座
談
会
に
出
席
す
る
。
同
月
、戦
後
派
作
家
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
た
梅
崎
春
生
が
松
原
に
引
っ
越
し
て
く
る
。
以
後
、親
し
く
付
き
合
う
よ
う
に
な
る
。

12
月
、「
序
曲
」創
刊
。
創
刊
号
の
編
集
人
を
つ
と
め
た
が
、同
誌
は
1
号
で
終
了
と
な
る
。

2
月
、評
論
集
『
自
由
を
索
め
て
』刊
。
5
月
、夜
の
会
『
新
し
い
芸
術
の
探
求
』刊
、椎
名
の
「
人
間
の
条
件
に
つ
い
て
」が
収
録
さ
れ
る
。
11
月
、月
曜
書
房
版

『
深
尾
正
治
の
手
記
』、『
そ
の
日
ま
で
』刊
。
12
月
、野
間
宏
、花
田
清
輝
と
と
も
に
編
集
の
『
戦
後
主
要
作
品
全
集
』刊
。
こ
の
年
、失
踪
し
て
い
た
父
熊
次
が
自

殺
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。

2
月
、新
宿
の
中
村
屋
に
て
「
新
日
本
文
学
」「
平
和
を
守
る
会
」主
催
の
講
演
会
で
豊
島
与
志
雄
と
と
も
に
講
演
、創
作
集
『
病
院
裏
の
人
々
』刊
。
4
月
、ラ
イ

オ
ン
は
み
が
き
K
K
に
て
講
演
。
11
月
、自
由
大
学
で
講
演
。
こ
の
年
は
思
想
的
に
行
き
詰
ま
り
を
感
じ
、毎
日
の
よ
う
に
新
宿
駅
西
口
の
ハ
モ
ニ
カ
横
丁
を

飲
み
歩
く
。
12
月
下
旬
、日
本
基
督
教
団
上
原
教
会
（
赤
岩
栄
牧
師
）で
洗
礼
を
う
け
る
。
雑
誌
「
指
」を
創
刊
。

4
月
、創
作
集
『
嫉
妬
』、書
き
下
ろ
し
長
篇
『
赤
い
孤
独
者
』刊
。
5
月
、早
稲
田
大
学
大
隈
講
堂
で
赤
岩
牧
師
と
と
も
に
講
演
。
11
月
、東
京
大
学
で
講
演
。

4
月
、長
篇
「
邂
逅
」を
「
群
像
」に
連
載
（
～
10
月
）。
5
月
、東
京
大
学
五
月
祭
「
ア
ヴ
ァ
ン
ギ
ャ
ル
ド
文
芸
大
講
演
会
」に
安
部
公
房
・
白
井
健
三
郎
・
佐
々

木
基
一
ら
と
参
加
。
6
月
、Y
M
C
A
、國
學
院
大
學
で
講
演
。
7
月
「
無
邪
気
な
人
々
」を
「
文
学
界
」に
発
表
。
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
内
田
義
重
か
ら
同

作
映
画
化
の
申
し
入
れ
が
あ
っ
た
が
、は
じ
め
断
る
。そ
の
後
、映
画
監
督
・
五
所
平
之
助
の
強
い
希
望
が
あ
り
、小
国
英
雄
と
同
作
を
下
敷
き
に
し
た
脚
本
「
煙

突
の
見
え
る
場
所
」を
完
成
さ
せ
る
。
同
月
、横
浜
Y
M
C
A
で
講
演
。
8
月
、東
電
文
化
会
館
に
て
講
演
。
10
月
、『
新
文
学
全
集　

椎
名
麟
三
集
』刊
、新
日

本
文
学
会
東
京
支
部
長
と
な
る
。
11
月
、京
都
大
学
、同
志
社
大
学
で
講
演
。
12
月
、『
邂
逅
』刊
。

3
月
、映
画
『
煙
突
の
見
え
る
場
所
』（
原
作
「
無
邪
気
な
人
々
」）が
全
国
上
映
。の
ち
に
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
で
上
映
さ
れ
、国
際
平
和
賞
を
受
賞
し
た
。4
月
、

五
所
平
之
助
と
新
潟
県
高
田
市
へ
講
演
旅
行
を
行
う
。
6
月
、聖
書
神
学
校
、実
践
女
子
大
学
で
講
演
。
9
月
、初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ナ
リ
オ
を
収
録
し
た
創

作
集
『
愛
と
死
の
谷
間
』刊
。
12
月
「
新
日
本
文
学
」の
文
学
学
校
で
講
演
。

1
月
、『
昭
和
文
学
全
集
29　

椎
名
麟
三
・
野
間
宏
・
梅
崎
春
生
集
』刊
。
2
月
、東
京
Y
M
C
A
で
講
演
。
同
月
、か
つ
て
勤
務
し
て
い
た
山
陽
電
鉄
に
招
か
れ
、

久
し
ぶ
り
に
姫
路
の
書
写
に
帰
郷
。
3
月
、『
自
由
の
彼
方
で
』刊
。
5
月
、「
新
日
本
文
学
」の
文
学
教
室
で
講
演
。
6
月
、早
稲
田
奉
仕
園
で
講
演
。
8
月
、上

原
教
会
夏
期
修
養
会
で
「
文
学
的
生
活
に
お
け
る
信
仰
の
意
味
」を
講
演
。
10
月
、日
本
読
書
会
で
講
演
。
12
月
、「
第
三
の
証
言
」が
、劇
団
青
年
座
の
旗
揚
げ

公
演
で
上
演
さ
れ
る
。

１
月
、「
指
」50
号
記
念
会
で
「
文
学
と
宗
教
を
め
ぐ
っ
て
」と
題
し
て
講
演
。
5
月
、長
篇
「
美
し
い
女
」を
「
中
央
公
論
」に
連
載
（
～
9
月
）。
7
月
、上
原
教
会
夏

期
集
会
で
「
聖
書
を
ど
う
読
ん
で
き
た
か
―
聖
書
の
三
段
階
―
」と
題
し
て
講
演
。8
月
、東
京
Y
M
C
A
で
「
宗
教
と
文
学
」と
題
し
て
講
演
。10
月
、創
作
集
『
神

の
道
化
師
』、『
美
し
い
女
』刊
。
同
月
、日
本
青
年
会
館
に
て
新
日
本
文
学
会
創
立
十
周
年
記
念
講
演
「
最
近
の
小
説
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
。
11
月
、新
書
判

『
愛
の
証
言
』刊
、法
政
大
学
五
十
五
年
館
ホ
ー
ル
に
て
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
没
後
百
年
記
念
講
演
会
が
ひ
ら
か
れ
「
キ
ル
ケ
ゴ
ー
ル
の
立
場
」と
題
し
て
講
演
。
同
月
、
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歳

38
歳

39
歳

40
歳

41
歳

42
歳

43
歳

44
歳

1
9
4
8
年　

梅
崎
春
生
宅
に
て
。
左
か
ら
梅
崎
、頼
尊
清

隆
、椎
名
、尾
崎
宏
次

1
9
4
8
年
頃　

寿
美
夫
人
、長
女
真
美
子
と

『
自
由
の
彼
方
で
』講
談
社　

1
9
5
4
年

コ
ッ
ク
や
車
掌
時
代
の
経
験
を
も
と
に
し
た
自
伝
的
小
説

『
神
の
道
化
師
』新
潮
社　

1
9
5
5
年

少
年
の
家
出
を
題
材
に
し
た
表
題
作
を
ふ
く
む
短
編
集

赤
岩
栄
牧
師
と
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1
月
、自
選
戯
曲
集
『
蠍
を
飼
う
女
』刊
。
2
月
、『
現
代
日
本
の
文
学
38　

椎
名
麟
三
・
梅
崎
春
生
集
』刊
。『
新
潮
日
本
文
学
40　

椎
名
麟
三
集
』刊
。
8
月
、『
現

代
日
本
文
学
大
系
80　

椎
名
麟
三
・
梅
崎
春
生
集
』刊
。
こ
の
年
、「
展
望
」の
全
4
回
の
座
談
会
に
中
村
真
一
郎
・
埴
谷
雄
高
・
武
田
泰
淳
・
野
間
宏
・
堀
田
善

衞
ら
と
出
席
。

3
月
、『
現
代
キ
リ
ス
ト
教
文
学
全
集
』（
教
文
館
）の
監
修
を
遠
藤
周
作
と
と
も
に
引
き
受
け
る
。
8
月
、た
ね
の
会
総
会
で
「
リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
」と
題

し
て
講
演
。
心
臓
発
作
に
た
び
た
び
襲
わ
れ
る
。

3
月
28
日
、脳
出
血
の
た
め
、松
原
の
自
宅
2
階
の
書
斎
で
逝
去
、61
歳
。
30
日
、三
鷹
教
会
で
葬
儀
を
営
ん
だ
。
喪
主
は
長
男
・
大
坪
一
裕
、葬
儀
委
員
長
は
埴

谷
雄
高
。
本
多
秋
五
、堀
田
善
衞
、大
江
健
三
郎
、船
山
馨
、佐
古
純
一
郎
ら
が
弔
辞
を
述
べ
た
。
6
月
、富
士
霊
園
に
埋
葬
。

2
月
、『
椎
名
麟
三
初
期
作
品
集
』刊
。

『
椎
名
麟
三
信
仰
著
作
集
』（
～
1
9
8
2
年
、全
13
巻
）刊
。

4
月
22
日
～
9
月
3
日
、世
田
谷
文
学
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
で
「
没
後
50
年
・
椎
名
麟
三
と
『
あ
さ
っ
て
会
』」開
催
。
12
月
2
日
～
翌
年
2
月
4
日
、姫
路
文

学
館
で
「
没
後
50
年　

姫
路
が
生
ん
だ
二
人
の
作
家　

阿
部
知
二
と
椎
名
麟
三
展
」開
催
。

1
9
7
2
年

昭
和
47
年

61
歳

1
9
7
3
年

昭
和
48
年

1
9
7
5
年

昭
和
50
年

1
9
7
7
年

昭
和
52
年

2
0
2
3
年

令
和
5
年

3
月
、東
京
神
学
大
学
同
窓
会
で
「
自
由
と
共
存
」と
題
し
て
講
演
。
5
月
、創
作
集
『
媒
酌
人
』刊
。
7
月
。
た
ね
の
会
総
会
で
「
小
説
の
技
術
に
つ
い
て
」と

題
し
て
講
演
。
8
月
、女
子
学
院
で
講
演
。
10
月
、た
ね
の
会
で
「
小
説
の
面
白
さ
に
つ
い
て
」講
演
、神
奈
川
労
働
大
学
で
「
私
は
何
故
小
説
を
書
く
か
」*と
題

し
て
講
演
。
仙
台
尚
絅
女
学
院
（
現
・
尚
絅
学
院
）で
「
文
学
と
は
何
か
」と
題
し
て
講
演
。
11
月
、京
都
医
大
で
「
自
由
の
方
向
」、関
西
学
院
で
「
文
化
と
自
由
」

と
題
し
て
講
演
。

�

　

＊
「
椎
名
麟
三
講
演
メ
モ
9
」（
本
誌
上
巻
に
収
録
）

1
月
、文
芸
首
都
の
会
で
講
演
。
2
月
、『
新
日
本
文
学
全
集
17　

椎
名
麟
三
集
」』刊
。
4
月
、国
際
日
本
研
究
所
で
「
愛
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
。
6
月
、

墨
田
の
聖
パ
ウ
ロ
教
会
で
「
生
き
る
意
味
」と
題
し
て
講
演
。
同
月
、同
志
社
大
学
で
「
現
代
の
非
人
間
性
」*と
題
し
て
講
演
。
7
月
、大
阪
文
学
学
校
で
「
文

学
の
視
点
」と
題
し
て
講
演
。
9
月
、創
作
集
『
カ
ラ
チ
の
女
』刊
。
秋
頃
よ
り
心
臓
病
が
悪
化
し
、医
師
か
ら
執
筆
を
禁
止
さ
れ
た
。
11
月
、同
志
社
中
・
高
等

学
校
生
徒
に
「『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
』第
八
章
に
つ
い
て
」と
題
し
て
講
演
。
同
月
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
姫
山
物
語
」の
試
演
が
姫
路
高
等
学
校
で
行
わ
れ
る
。

12
月
、『
日
本
文
学
全
集
61　

椎
名
麟
三
集
』刊
。

�

＊
「
椎
名
麟
三
講
演
メ
モ
16
」/
本
誌
p. 

86
～
88
参
照

6
月
、「
姫
山
物
語
」が
姫
路
市
厚
生
会
館
で
上
演
。
12
月
、新
書
判
随
筆
集
『
信
仰
と
い
う
も
の
』刊
。

3
月
、『
日
本
現
代
文
学
全
集
98　

椎
名
麟
三
・
梅
崎
春
生
集
』刊
。
7
月
19
日
、梅
崎
春
生
が
肝
硬
変
で
急
逝
。
葬
儀
委
員
長
を
務
め
る
。
同
月
、『
日
本
青
春

文
学
名
作
選
24　

夏
目
漱
石
・
太
宰
治
・
椎
名
麟
三
集
』刊
。
8
月
、国
際
日
本
研
究
所
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
で
「
文
学
と
宗
教
」と
題
し
て
講
演
。
10
月
、梅
崎
春
生

文
学
碑
建
立
の
た
め
、檀
一
雄
・
埴
谷
雄
高
ら
と
鹿
児
島
県
内
を
め
ぐ
る
。
11
月
、た
ね
の
会
総
会
で
「
文
学
に
お
け
る
救
い
の
視
点
」と
題
し
て
講
演
。

3
月
、朝
日
新
聞
社
講
堂
に
て
「
信
徒
の
友
」「
た
ね
の
会
」の
共
催
で
講
演
会
が
行
わ
れ
、「
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
と
私
」と
題
し
て
講
演
。
5
月
、鹿
児
島
県
坊

津
で
梅
崎
春
生
文
学
碑
除
幕
式
が
行
わ
れ
る
。
同
月
、鹿
児
島
教
会
で
「
現
代
人
は
孤
独
に
耐
え
ら
れ
る
か
」と
題
し
て
講
演
。
7
月
、日
本
基
督
教
団
三
鷹
教

会
へ
転
籍
、『
現
代
の
文
学
28　

椎
名
麟
三
集
』刊
。8
月
、た
ね
の
会
総
会
で
「
信
仰
と
実
作
」と
題
し
て
講
演
、『
現
代
文
学
大
系
56　

椎
名
麟
三
集
』刊
。12
月
、

評
論
・
随
筆
集
『
地
底
で
の
散
歩
』刊
。

5
月
、『
私
の
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
体
験
』、自
伝
『
凡
愚
伝
』、『
わ
れ
ら
の
文
学
3　

椎
名
麟
三
・
梅
崎
春
生
集
』刊
。
8
月
、た
ね
の
会
総
会
で
「
キ
リ
ス
ト
教

に
お
け
る
文
学
の
理
念
」と
題
し
て
講
演
。

１
～
12
月
、『
椎
名
麟
三
人
生
論
集
』（
全
５
巻
）刊
。
7
月
、創
作
集
『
勤
人
の
休
日
』刊
。
8
月
、た
ね
の
会
総
会
で
「
小
説
に
お
け
る
方
法
」と
題
し
て
講
演
。

9
月
、『
日
本
短
篇
文
学
全
集
21　

有
島
武
郎
・
椎
名
麟
三
・
遠
藤
周
作
集
』刊
。

8
月
、た
ね
の
会
総
会
で
「
表
現
に
た
い
す
る
積
極
的
態
度
」と
題
し
て
講
演
。
同
月
、書
き
下
ろ
し
長
篇
『
懲
役
人
の
告
発
』刊
。
12
月
、『
カ
ラ
ー
版
日
本
文

学
全
集
36　

椎
名
麟
三
、梅
崎
春
生
、武
田
泰
淳
集
』刊
。

6
月
、『
椎
名
麟
三
全
集
』（
～
1
9
7
9
年
、全
23
巻
・
別
巻
1
巻
）刊
行
開
始
。
10
月
、創
作
集
『
変
装
』刊
。
11
月
、戯
曲
『
悪
霊
』刊
。
こ
の
年
、英
訳
本
『
媒
酌

人
』が
ア
メ
リ
カ
で
刊
。

1
9
6
2
年

昭
和
37
年

1
9
6
3
年

昭
和
38
年

1
9
6
4
年

昭
和
39
年

1
9
6
5
年

昭
和
40
年

1
9
6
6
年

昭
和
41
年

1
9
6
7
年

昭
和
42
年

1
9
6
8
年

昭
和
43
年

1
9
6
9
年

昭
和
44
年

1
9
7
0
年

昭
和
45
年

51
歳

52
歳

53
歳

54
歳

55
歳

晩
年
の
姿　

松
原
の
自
宅
前
に
て

56
歳

57
歳

58
歳

59
歳

1
9
7
1
年

昭
和
46
年

60
歳

1
9
6
3
年
頃　

軽
井
沢
に
て
椎
名
夫
妻

梅
崎
春
生
文
学
碑
除
幕
式
の
道
中　

左
か

ら
椎
名
、埴
谷
雄
高

椎
名
麟
三
葬
儀
。
埴
谷
雄
高
が
葬
儀
委
員

長
を
つ
と
め
た
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